
友好都市締結２１周年記念
友好を深めた「ロマンのかけはし・町民号」

山形県河北町役場の皆さんが、温かい拍手で出迎えてくれました。山形県河北町役場の皆さんが、温かい拍手で出迎えてくれました。

河北町紅花資料館前 友好記念品目録の贈呈 さくらんぼ狩り

　石川町長、江西議長ほか総勢45人が山形県河北町を表敬訪問（6
月28日～30日）し、田宮町長や庄司議長はじめ、たくさんの職員の
方から心温まる歓迎を受けました。
  また、本町からは、友好都市締結21周年を記念して、本藍染絞り浴
衣と本藍染型浴衣生地を贈呈しました。
　今回の訪問を通して、河北町との絆がさらに深まりました。
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今月の主な記事 住民の動き
平成24年6月末現在（　）内は前月比
人　口　33,862人（+02） １５歳未満　5,417人（－20）

　男　　16,302人（+07） ６５歳以上　5,919人（+48）

　女　　17,560人（－05） 平均年齢　41.55歳

世帯数　12,736戸（+06）

6月議会 ………………………………………………… P2     
上水道管の布設替工事のお知らせ ………………… P2　　
藍住町職員採用試験案内 …………………………… P3
後期高齢者医療被保険者証の更新 ………………… P5  
守れ人権　許すな差別 ……………………………… P9
情報NOW ……………………………………………… P10～16
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 ◇
住
民
基
本
台
帳
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
藍

住
町
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　（
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人

住
民
を
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に

加
え
る
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

の
た
め
）

◇
藍
住
町
共
同
作
業
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

　（
藍
住
町
共
同
作
業
場
利
用
者
組
合
解
散

に
伴
い
同
作
業
場
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
）

◇
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更

　（
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人

住
民
を
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に

加
え
る
法
改
正
に
伴
う
当
広
域
連
合
規
約

変
更
を
行
う
た
め
）

◇
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
徳

島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　（
美
馬
食
肉
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
伴

い
、
同
組
合
を
削
る
規
約
改
正
の
た
め
）

…
以
上
町
長
提
案

　
日
１１

　
上
程
議
案
等

◇
資
格
審
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

　（
委
員
欠
員
に
伴
う
選
任
・
古
川
義
夫
）

…
以
上
議
員
提
案
等

◇
平
成
　
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

２３

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◇
平
成
　
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
保

２３

険
事
業
）繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◇
平
成
　
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
下
水
道

２３

事
業
）
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◇
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出

…
以
上
町
長
報
告

 　
小
川
幸
英
議
員
、
林
茂
議
員
、
濵
眞
吉
議

員
、
西
岡
恵
子
議
員
の
4
氏
が
登
壇
、
行
政

全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
一
般

質
問
の
内
容
は
8
月
発
行
予
定
の
「
議
会
だ

よ
り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

 ◇
人
権
救
済
機
関
設
置
法
案
に
反
対
す
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
書
（
採
択
）

…
以
上
議
員
提
案
等

　
日
１８

　
一
般
質
問

　
日
２１

　
上
程
議
案
等

6月議会

　
平
成
24
年
第
2
回
議
会
定
例
会
は
6
月
11
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案

と
議
員
提
案
の
1
議
案
を
可
決
し
、
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

上水道管の布設替工事のお知らせ上水道管の布設替工事のお知らせ
上水道管の布設替工事を行います。

奥野字和田から奥野字前川

　工事期間中は、工事区域やその周辺で車道の片側通行などの交通規制を随時実施する予定です。近隣

にお住まいの方や道路を通行される方には騒音や交通規制などでご迷惑をおかけしますが、ご協力をお

願いします。

　
問　水道課（☎637・3131）

工事区域

7月下旬～10月下旬【予定】

工事期間

午前９時～午後５時
※日曜日を除く

工事時間

機械掘削による車道部分への上水道管布設替工事

工事概要
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藍
住
町
職
員
採
用
試
験
案
内

　
平
成
　
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職

２５

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

◇
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

５９

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
保
育
士
】

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

５７

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育

士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る

者
又
は
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
当

２５

３１

該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

◇
採
用
予
定
数

【
一
般
事
務
】　
若
干
名

【
保
育
士
】
若
干
名
　
　

◇
試
験
日
・
場
所

　
第
１
次
試
験
　
９
月
　
日
（
日
）

１６

　
　
　
　
　
　
　
徳
島
大
学
総
合
科
学
部

　
第
２
次
試
験
　
　
月
中
旬
予
定

１１

　
　
　
　
　
　
　
藍
住
町
役
場（
会
場
予
定
）

◇
受
験
手
続

①
申
込
用
紙
と
受
験
案
内
は
、
藍
住
町
役

場
総
務
課
（
町
合
同
庁
舎
３
階
）
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
試
験
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
の
う

え
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間
は
、
７
月
　
日
（
月
）
か
ら

２３

８
月
６
日
（
月
）
ま
で
の
執
務
日
（
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
）
の
午
前
８
時
　
分
３０

か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
し
ま
す
。

＊
郵
便
に
よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、
８
月

６
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

受
付
し
ま
す
。

☆
受
付
期
間
経
過
後
の
申
込
み
は
一
切
受

付
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

 

　総
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
） 

申
・
問

試
験
区
分
　
消
防
吏
員

　
　
　
　
　（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

59

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

受
付
期
間
　
７
月
　
日（
月
）～
８
月
６
日

23

（
月
）（
郵
送
の
場
合
は
８
月
６

日
消
印
有
効
）

試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
　
日
（
日
）　

16

　
　
　
　
二
次
試
験
　
　
月
中
旬
予
定

11

※
募
集
要
項
及
び
試
験
申
込
書
は
、
消
防
組

合
に
あ
り
ま
す
。

 

　板
野
東
部
消
防
組
合
　
総
務
課
　

 

（
☎
６
９
８
・
９
９
０
０
） 

申
・
問

　
８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
証
（
受
給
者
認
定
書
）
が
新
し
く

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
か
ら
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち

の
方
で
、医
師
・
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
な

方
に
は
、
例
年
ど
お
り
証
明
書
の
様
式
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
で
、
受
給
者
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、
所
得

額
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）
は
、
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
．
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

２
．
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方

３
．
療
育
手
帳
「
Ａ
」
を
お
持
ち
の
方

４
．
知
的
障
害
（
自
閉
症
を
含
む
）
に
よ
る

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児
 

５
．
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
お

持
ち
の
方
で
、
か
つ
療
育
手
帳
「
Ｂ
１
」

の
方

６
．
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
（
　
歳
の
年
度

１８

末
ま
で
）
及
び
そ
の
父
母

７
．
父
母
が
い
な
い
児
童
（
　
歳
の
年
度
末

１８

ま
で
）

 
　
福
祉
課
（
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

問

今
月
の
納

今
月
の
納
税税

　
７
月
は
、
固
定
資
産
税
（
１
期
）
の
納
付

月
で
す
。

　
納
期
限
は
、
７
月
　
日
で
す
。

２５

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

解
約
手
続
が
必
要
で
す
。

　
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
　
税
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

問

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者
証
等
の

　
　
　
　
　
　
更
新（
交
付
）・
申
請
の
お
知
ら
せ

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

◆ 掛金の一部を国が助成
◆ 掛金は全額非課税
 　手数料も不要
◆ 外部積立型なので
 　管理が簡単
◆ パートさんの加入もＯＫ中小企業

退職金

共済制度

CHU

TAI

KYO

働くみんなに、
今こそ確かな安心を。

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
吏
員
採
用
試
験
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各
種
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
が

ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
）
の
受
診
券

を
　
歳
以
上
の
方
に
個
人
通
知
し
て
い
ま

４０
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
受
診
券
の
様
式
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
（
ピ
ン
ク
の
窓
空
き
封
筒
で
お

送
り
し
て
い
ま
す
）。

※
昨
年
度
か
ら
、
集
団
検
診
は
予
約
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
受
診

券
の
下
に
付
い
て
い
る
予
約
ハ
ガ
キ
を
切

り
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
込

み
く
だ
さ
い
。

婦
人
が
ん
検
診
は
、
２
年
に
１
回
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　「
平
成
」
は
偶
数
年
、「
昭
和
・
大
正
・
明

治
」
は
奇
数
年
生
ま
れ
の
方
（
受
診
券
を
５

月
末
に
個
人
通
知
し
て
い
ま
す
）
で
、
次
の

基
準
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
　
歳
以
上
）

２０

　
平
成
４
年
　
月
　
日
以
前
生
ま
れ
の
方

１２

３１

○
乳
が
ん
検
診
（
　
歳
以
上
）

４０

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
以
前
生
ま
れ
の
方

４７

１２

３１

※
今
年
度
か
ら
、
昨
年
度
に
婦
人
が
ん
検
診

を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
昨
年
度
が
未
受
診
で
、
検
診
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
受
診
券
を
発
行
し
ま

す
。

が
ん
検
診
推
進
事
業
に
該
当
す
る
方
は
、
次

の
検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で
、　

２４

２０

歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳

２５

３０

３５

４０

の
方

○
大
腸
が
ん
検
診
（
男
性
・
女
性
）・

　
乳
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で
、　

２４

４０

歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
の
方

４５

５０

５５

６０

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

申
・
問

　
感
染
力
が
極
め
て
高
く
、
重
症
化
の
恐
れ

の
あ
る
「
麻
し
ん
風
し
ん
」
の
予
防
に
は
、

予
防
接
種
が
最
も
有
効
で
す
。

　
過
去
に
一
度
接
種
を
受
け
て
い
る
人
も
、

も
う
一
度
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
恐
ろ
し

い
「
は
し
か
」
や
「
風
し
ん
（
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
な
ど
）」の
罹
患
か
ら
あ
な
た
や
家

族
を
守
れ
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
（
無
料
接
種
）
対
象
者

　
１
歳
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
、
中
学

１
年
生
、
高
校
３
年
生
相
当
の
方

※
対
象
者
に
は
、
個
人
通
知
で
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に
お
受
け

く
だ
さ
い
。

 
　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 問

【
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

現
況
届
】

　
　
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

２０
障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基

礎
年
金
、
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
７
月
が
「
現
況
届
」
の
提
出
月

で
す
。「
現
況
届
」
と
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
大
切
な
届
け
で
す
。

　
７
月
初
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら「
現
況
届
」

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
書

を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
必
要
事
項
を
記
入

し
役
場
の
住
民
課
窓
口
へ
７
月
　
日
ま
で
に

３１

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合

や
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
場
合
に
は
年

金
の
支
払
い
が

一
時
停
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 
　徳
島
北
年
金
事
務
所

 

（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

問

　
町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
開
催
の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
へ
ご
招
待
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
１
．
昭
和
27
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60
年
目
の
ご
夫
婦

　
２
．
昭
和
37
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦

　※

確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
問
　
福
祉
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
4
）

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た

が

診
が

た

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

暴
風
警
報
発
令
時
の

　
保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
に
つ
い
て

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
の
各
種

検
診
や
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
暴
風

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
安
全
を

期
す
る
た
め
中
止
い
た
し
ま
す
。

 
　 保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

問
「
麻
し
ん
風
し
ん
」
の

　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
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～後期高齢者医療制度～

【一部負担金の割合の判定方法について】

● ● ● 臓器提供の意思表示にご協力を ● ● ●

８月は保険証の定期更新月です
後期高齢者医療制度

８月は保険証の定期更新月です
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成２４年７月３１日」となって
いるみどり色の「後期高齢者医療被保険者証」を 1人に１枚お渡ししています。
　７月中に健康推進課から有効期限平成２５年７月３１日と記載された新しい被保険者証（オレンジ色）
を送付します。
　平成２４年８月１日から平成２５年７月３１日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、平成２３
年中の所得に基づき改めて判定します。
　８月１日以降は古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないよ
うご注意ください。

　新しい被保険者証 (有効期限平成２５年７月３１日 )の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためのものです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能し
なくなった方に、他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。
臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。なお、意思表示欄への記入
は任意であり、義務付けるものではありません。

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方へ
　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２４年７月３１日」
となっています。
　平成２３年度の認定証をお持ちの方で平成２４年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに「後期高齢者医
療限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します。更新申請書の提出は不要です。
　また、認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去１２か月で９０日を超える入院」をされた方は、
健康推進課へ申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

※７０歳以上７５歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が５２０万円未
満の場合は１割（要申請）

１割負担となる方
同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

３割負担となる方
被保険者が２人以上の場合
１４５万円以上の被保険者がいる
５２０万円未満は１割（要申請）
５２０万円以上は３割

被保険者が１人の場合
１４５万円以上
３８３万円未満は１割（要申請）
３８３万円以上は３割（※）

世帯構成
住民税課税所得

総収入の合計額

新しい被保険者証の有効期限は

平成２５年７月３１日
になっています。※色はオレンジ色

※ご確認ください！

平成 25年 7月 31日

問　健康推進課（☎６３７・３１１５）
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県
指
定
有
形
文
化
財

絹
本
著
色
三
好
長
輝
像
（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く

し
ょ
く
み
よ
し
な
が
て
る
ぞ
う
）

指
定
年
月
日
　
昭
和
　
年
２
月
７
日

３１

見
性
寺
蔵

　
三
好
長
輝
（
な
が
て
る
）
は
、
一
般
的
に

は
之
長
（
ゆ
き
な
が
）
と
称
さ
れ
る
人
物
で
、

三
好
長
慶
（
な
が
よ
し
）
の
曾
祖
父
に
当
た

り
ま
す
。
之
長
は
、
阿
波
守
護
細
川
氏
の
家

臣
と
し
て
仕
え
、
応
仁
の
乱
で
初
陣
を
飾
り

ま
し
た
。
強
力
な
軍
事
力
で
細
川
氏
を
支

え
、
後
に
三
好
氏
が
畿
内
で
活
躍
す
る
地
盤

を
築
い
た
人
物
で
す
。　

　
画
像
は
、
上
部
に
記
さ
れ
た
 讃
 に
「
大
永

さ
ん

六
歳
舎
丙
戌
五
月
如
意
珠
日
光
勝
老
衲
雲
臥

周
適
書
」
と
あ
り
、
大
永
六
年
（
1
5
2
6
）

の
作
と
分
か
り
、
之
長
の
七
回
忌
に
仕
立
て

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
作
者
は
不

明
で
す
が
、
右
手
に
扇
を
持
ち
、
折
烏
帽
子

に
三
好
家
の
家
紋
を
あ
し
ら
っ
た
直
垂
を
着

た
衣
冠
正
し
い
姿
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。　
 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
６
月
　
日
（
日
）
緑

１０

の
広
場
）
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
ち
ん
ど
ん
や
」
さ
ん
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
か
ざ
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
、
煙
ハ
ウ
ス
等
）
や
木

の
お
も
ち
ゃ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
、
会

場
は
子
ど
も
た
ち
の

賑
や
か
な
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

藍
住
町
の
文
化
財
　

3

　
今
年
も
友
好
都
市
の
山
形
県
河
北
町

か
ら
、
さ
く
ら
ん
ぼ
（
佐
藤
錦
）
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
内
保
育
所
の
子
ど
も
達
に
食
べ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
ル
ビ
ー
の
よ
う
に

鮮
や
か
な
赤
色
の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
驚

き
、
そ
し
て
、
愛
く
る
し
い
形
と
そ
の

美
味
し
さ
に
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
河
北
町
の
み
な
さ
ん
、
初
夏
に
し
か

味
わ
え
な
い
貴
重
な
旬
の
贈
り
物
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さくらんぼのマメ知さくらんぼのマメ知識識

　さくらんぼは「果樹園の宝石」
とも呼ばれています。そして、
さくらんぼの生産量日本一の県
が山形県です。
　河北町から贈っていただいた、
佐藤錦という品種は、甘味が強
く、ほんのりとした酸味とのバ
ランスが良いことから、味・人気
ともに高い評価を得ています。
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四国電力から皆さまへ

この夏の節電にご協力をお願いいたします。
　四国電力では、皆さまに電気を安定してお届けできるよう、電力の確保に全力を尽くしておりますが、
この夏は、伊方発電所の３基すべてが停止していることから、電力の供給力が大幅に低下しています。
　皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、次のとおり、節電にご協力くださいますよう、よろしく
お願いいたします。

期　　　間　　　電力消費が増加する７月２日～９月７日の平日（お盆を除く）
時　間　帯　　　午前９時～午後８時
目　　　安　　　７％以上の削減（猛暑であった２年前の夏との比較）

これまで取り組んでいただいた節電に、もう一歩進めてのご協力をお願いいたします。
※上記以外の９月末までの期間・時間帯についても、日常生活や仕事に無理のない範囲での節電にご協力をお願いいたします。

この夏の節電ポイント（一般住宅）

　夏の日中（午後２時頃）、
私たちの家庭では、電気の
９割近くは、エアコン、冷
蔵庫、照明、テレビの４つ
に使われています。これら
消費電力の多い機器を中
心にご対応いただくこと
で、節電効果を高めること
につながります。

エアコン
58%冷蔵庫

17%

その他
14%テレビ

5%

照明6%

夏の昼間（午後２時頃）の電気製品の
使用例（在宅世帯の場合）

出展：資源エネルギー庁推計

　エアコンの控えすぎによる
熱中症などに気をつけて、
無理のない範囲での節電を
お願いいたします。

◎夏の室温は
　２８度を目安に。

◎2部屋でそれぞれ
　使用している場合には、
　1部屋（1台）に
　減らして使用。

◎そのほかの工夫
　“すだれ”や“よしず”などで　
　日差しをカット。

◎使わないときは、
　こまめに消灯。

◎冷蔵庫は、
　 設定温度を
　 「強」から「中」に。

◎テレビの
　 明るさ、音量は、
　 ひかえめに。

◎ご飯は朝に
　 まとめて炊く。

◎待機電力のカットも、
　 効果があります。

削減率
10%

削減率
10%

削減率
30%

削減率
5%

削減率
2%

削減率
2%

削減率
2%

削減率
2%

　このように、日頃のちょっとした積み重ねが節電につなが
ります。ご協力をお願いいたします。　

●お問い合わせ先
　四国電力㈱徳島支店（70120・564・552）
●節電に関する情報は、四国電力ホームページでもご覧
　いただけます。 
　http://www.yonden.co.jp/　
　※日々の需給状況をお知らせするため「でんき予報」を掲載中。

生活家電製品

待機電力

エアコン

照明器具

四国電力　  検索

　電気製品本体の電源をオフにしたり、
長時間使わない場合はコンセントから
プラグを抜くことも、節電につながります。

　早朝にタイマー機能で
１日分をまとめて炊飯し、
冷蔵庫や冷凍庫に
保存しましょう。

　テレビは画面の輝度や音量が増すと、
消費電力も増えます。
　製品の省エネモードを活用するのも、効果的です。

（標準→省エネモードに設定し、
使用時間を２／３に減らした場合）

　詰め込みすぎに気をつけ、
ドアの開閉の回数・時間を減らすと
効果的です。

　電球の種類でも、消費電力は変わります。
　ＬＥＤ電球は、白熱電球に
比べて価格は高めですが、
消費電力が少なく、長寿命です。

（設定温度を2度上げた場合）

（350Wを2台使用している場合）
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平
成
　
年
河
川
功
労
者
表
彰
受
賞

２４

　
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
は
、
5
月
　
日
に

25

東
京
の
砂
防
会
館
で
、
公
益
社
団
法
人
日
本

河
川
協
会
か
ら
平
成
　
年
河
川
功
労
者
表
彰

24

を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
正
法
寺
川
で
の
毎
月
の

ゴ
ミ
拾
い
や
、
ふ
る
さ
と
の
川
環
境
観
察
会

の
実
施
、
関
係
機
関
と
協
働
し
て
人
工
浮
島

に
ヨ
シ
を
植
え
て
水
質
調
査
を
行
う
な
ど
の

河
川
愛
護
、
河
川
美
化
の
思
想
普
及
と
そ
の

実
践
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
業
の
現
場
で
働
く

皆
様
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

　
掛
金
　
日
額
３
１
０
円

★
特
長

　
◎
国
の
制
度
な
の
で
安
心
・
確
実
で
、
申

込
手
続
は
簡
単
で
す
。

　
◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　
◎
掛
金
は
損
金
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

 
　建
退
共
徳
島
支
部（
☎
６
２
２
・
３
１
１
３
）

問

●ホームゲームご案内
　７月２２日（日）午後 7時から
　　　　　　　　　　　　 VS ギラヴァンツ北九州　
　８月５日（日）午後６時３０分から
　　　　　　　　　　　 　VS 大分トリニータ
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

　公園は身近な憩いの場であり、様々な方が訪れる交
流の場でもあります。公園利用者が楽しく施設を利用
できるよう、お互いマナーを守って利用しましょう。

●公園内では、犬を連れ歩くときは必ずリードを手か
ら離さないようにしてください。また、フンは放置
せず、飼い主が持ち帰りましょう。
●公園内で、花火・爆竹や自転車等の乗り入れなどの
危険行為はやめましょう。
●遊具で遊ぶ際には、思いがけないことで事故が発生
します。幼児が利用するときは保護者が同伴しま
しょう。
●公園の駐車場に、公園利用者以
外の方の駐車は絶対にやめてく
ださい。

問　生活環境課（637－3116）

公園利用のマナーを守りましょう公公公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園園利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用ののののののののののののマママママママママママナナナナナナナナナナナナーーーーーーをををををををををををを守守守守守守守守守守守守りりりりりりりりりりりりままままままままままままししししししししししししょょょょょょょょょょょょうううううううううううう公公公公公公公公公公公公園園園利利利利利利利用用用用用用用ののののののママママママママママママナナナナナナナナナナナナーーーーーをををををををををををを守守守守守守守守守守守守りりりりりりりりりりりりまままままままままししししししししししししょょょょょょょょょょょょうううううううううううう公園利用のマナーを守りましょう 正
法
寺
川

　
正
法
寺
川
をを

考
え
る
会
だ
よ
り

 

考
え
る
会
だ
よ
り
　

8月は「電気使用安全月間」です888888888888月月月月月月月月月月月月はははははははははははは「「「「「「「「「「「「電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間」」」」」」」」」」」」でででででででででででですすすすすすすすすすすす8月は「電気使用安全月間」です
タコ足配線は禁物
　タコ足配線とは、コンセントの数が足りないとき、テーブルタップを使ってたくさんの電気製品を使用する
ことを言います。その様子が、タコの足に似ていることから由来しています。
　一度にたくさんの電気製品を使用すれば、一本の
電線に流れる電気も増えて、配線が加熱し、最悪の
場合には火災にいたります。
　タコ足配線はやめて安全に使いましょう。

問　㈶四国電気保安協会徳島北事業所（☎683・5510）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
建
退
共
制
度
〜
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●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別
「共に生きる」って何だろう「共に生きる」って何だろう

～「障がい者」の就労を考える ～～～～～～～～～～～～～「「「「「「「障障障障障障障ががががががががががががいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者」」」」」」」」」」」のののののののののののの就就就就就就就就就就就就労労労労労労労労をををををををををををを考考考考考考考考考考考考えええええええええええるるるるるるるるるるるる ～～～～～～～～～～～～「「「障ががががががががいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者」」」」」」」」」のののののののののののの就就就就就就就労労ををををををを考考考考考考考考考えええええええええるるるるるるるるるるる「「障がいいいいいいいいいいい者者者者者」」」」」」」のののののののののののの就労を考えええええるるるるるるるるるるる～～～～～～～～～～～「「「「「「「障障障がいいいいいいいいいいいい者」」」」」ののののののの就労を考えええええええるるるるるるるるるるるる ～～～～～～～～～～～～～～～「「「「「「「障障障がいいいいいい者」」」」」」」」ののの就労を考ええええええええええるるるるるるるるる ～～～～「「「「「「「障障障がい者」」」」」」」」」」ののののの就労ををを考考ええええええるる「「「「「「「障障障ががががががががががががいいいいいいいいい者者者」のののののののののの就労ををををををををををを考考考考えええるるる ～「障がい者」の就労を考える ～

　誰でも労働する権利を有しています。（日本国憲法第２７条第１項：全ての国民は勤労の権利を有し、義務を
負う）
　藍住町でも庁舎６階の喫茶店や周辺の清掃、農作業等いろいろなところで「障がい」を持つ人たちが働いて
いるのを見かけると思います。
　「障がい者」も「健常者」も社会の一員として「自立」したいと思うのは当然のことです。しかし、その自
立を阻害するいろいろな要因があり、その一つに「障がい者」の働く機会の問題があります。
　
働くことのできる環境を
　働きたくても働くことのできない人たちもいます。働ける人にはその就労を保証しなくてはなりません。「障が
い者」の雇用の促進等に関する法律（障害者雇用促進法）によっても企業は一定の障がい者雇用をしなけれ
ばならないことになっています。
　しかし、企業責任だけでなく、住民の理解と協力によって「障がい者」が働くことのできる環境をつくること
はできないのでしょうか。まずは体験的にいろいろな仕事をし、それぞれにあった仕事を見つける。そして「障
がい年金」と賃金で自立した生活ができるようにできないものでしょうか。
　住民・行政・関係者が協力し合えば工夫次第で可能性はあるし、その可能性に向けて取り組むことが共生
の道でもあると思います。　
　　
人権を中心に考えてみよう
　私たちは「自立」を阻害する要因を一つ一つ取り除いて行か
なくてはならないと思います。その根底には「障がい者」に対
する差別があるのではないでしょうか。私たちは、何が差別な
のか、何が人権を侵害しているのか、その要因はどこにあるの
か等掘り下げて考える必要があると思います。
　
「共に生きる」とは
　「共に生きる」ということが言われます。どんなことなのか考えてみましょう。私たちの生活の中に「障がい」
を持つ人もそうでない人も、高齢者も若者も子どもも、外国人もいろいろな人が当然のこととして私たちの周りで
普通に生活しています。これも「共に生きる」一つのかたちではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍住町人権教育推進協議会運営部会

藍住南小学校児童作品

友だちが　そばにいるから　がんばれる　６年　坂　東　　　凛
いじめなし　窓からこぼれる　笑い声　　６年　甫　坂　美　空
支え合う　そんな気持ちが　命づな　　　６年　板　垣　海　人
人ごとと　思う心が　差別の芽　　　　　６年　梅　野　智　基
育てよう　いじめをしない　強い意志　　６年　西　内　結　久
いじめせず　心つながる　世の中に　　　６年　川　島　瑠　那

人権標語人権標語
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朝
食
に
ふ
さ
わ
し
く
、
手
軽
で
普
及
性
に

富
む
献
立
を
募
集
し
ま
す
。　

応
募
資
格
　
町
内
の
小
学
生
以
上
の
方
　

応
募
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る

応
募
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
９
月
７
日
（
金
）
必
着

※
優
秀
作
品
は
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
前
に
応
募
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。

応
　募
　先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

◆

◆

◆

朝
食
ア
イ
デ
ア
献
立
募
集

 　
郷
土
料
理
な
ど
を
取
り
入
れ
た
簡
単
レ
シ

ピ
で
調
理
を
行
い
ま
す
。
健
康
に
つ
い
て
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
　
　
時
　
７
月
　
日
（
木
）

26

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時
　
分
３０

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内
　
　
容
　
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
調
理
実
習
と
試
食

講
　
　
師
　
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師
等

定
　
　
員
　
　
人
25

費
　
　
用
　
5
0
0
円
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
間
　
7
月
　
日（
火
）～
7
月
　
日（
月
）

17

23

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 　
長
い
夏
休
み
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し

て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
　
　
時
　
７
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
～

２５

１０

午
後
１
時

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対
　
　
象
　
町
内
の
中
学
生
・
小
学
生
（
４

～
６
年
生
）

内
　
　
容
　
調
理
実
習（
に
ん
じ
ん
ご
は
ん
・

カ
ル
シ
ウ
ム
焼
き
、
バ
ン
バ
ン

健
康
料
理
教
室

申
・
問

ひ
ま
わ
り
元
気
教
室

（
小
・
中
学
生
栄
養
料
理
教
室
）

ジ
ー
サ
ラ
ダ
・
野
菜
ス
ー
プ
・

果
物
）

定
　
　
員
　
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０

参
　加
　費
　
２
０
０
円

準
　備
　物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

タ
オ
ル

申
込
期
間
　
７
月
　
日
（
火
）
～
　
日
（
金
）

１７

２０

主
　
　
催
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」
栄
養
部

 

　
保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

申
・
問

 日
　
　
時
　
８
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

２６

場
　
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

　
町
内
在
住
者
又
は
、
町
内
事
業
所
に
勤
務

し
て
い
る
女
性
チ
ー
ム
（
学
生
は
除
く
）
で

選
手
８
人
（
監
督
１
人
を
含
む
）
の
編
成

申
込
期
限
　
８
月
　
日
（
金
）
ま
で

１７

 
　教
育
委
員
会

 

　（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

問

情　報
NOW
情　報
NOW

　町国際交流協会では、夏恒例の「国

際交流バーベ Q」を開催します。国

際理解や親睦を深めながら、暑い夏

をみんなで楽しく過ごしましょう。

　どうぞ奮ってご参加ください。

日　　時　７月２１日（土）
　　　　　午後５時～７時３０分
場　　所　緑の広場（雨天の場合は福祉センター玄関前）
参　加　費　会員３００円、一般５００円　（幼児は無料）　　
☆　おにぎり、お茶を用意します。
☆　かき氷もあります。

申・問　　　　　
町国際交流協会  
（担当　多田、松田）
（携帯電話　090・5916・7836（多田））
（ファクシミリ　692・1626）
E-mail : aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp

マスコット「あいあい」
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昨
年
度
好
評
の
認
知
症
予
防
教
室
で
す
。

簡
単
な
読
み
書
き
・
計
算
で
脳
を
い
き
い
き

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
自
宅
で
は
毎
日
　
分
程
度

１０

の
「
楽
習
」
も
あ
り
ま
す
。

　
学
習
参
加
者
募
集

対
　象
　者
　
　
歳
以
上
の
方

６５

定
　
　
員
　
　
人
３６

＊
先
着
順
で
初
回
参
加
を
優
先
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
平
成
　
年
９
月
～
平
成
　
年
１

２４

２５

月
、
週
１
回
（
水
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午
の
間
の
　
分

１０

４０

程
度

参
　加
　費
　
無
料

会
　
　
場
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
凌
雲

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

 

（
藍
住
町
矢
上
字
安
任
1
5
6
―

1
）

＊
会
場
へ
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

対
　象
　者
　
お
お
む
ね
　
歳
位
ま
で
の
方
で

６５

明
る
く
高
齢
者
と
の
会
話
を
楽

し
め
る
方

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
　

　
参
加
者
へ
の
学
習
支
援
、
教
室
進
行
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
週
１
回
、午
前
９
時
　
分
～
午
後
０
時
　
分
）

３０

３０

「
脳
の
健
康
教
室
」

謝
　
　
礼
　
１
回
千
円

募
集
人
数
　
　
人
程
度

１５

＊
教
室
開
催
ま
で
に
、
説
明
会
と
研
修
（
３

時
間
程
度
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
学
習
参
加
、
サ
ポ
ー
タ
ー
応
募

と
も
に
７
月
　
日
（
金
）
ま
で

２７

 

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

 　
新
作
物
研
究
会
が
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た

親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
８
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
１
時

３０

　
　
　
　
　（
受
付
９
時
　
分
～
）

１５

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　
調
理
室

内
　
　
容
　
お
弁
当
づ
く
り

対
　象
　者
　
町
内
の
親
子
で
参
加
で
き
る
方

定
　
　
員
　
　
組
（
申
込
順
）

１０

参
　加
　料
　
無
料

準
　備
　物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

タ
オ
ル

申
込
期
限
　
７
月
　
日
（
火
）
ま
で

３１

 

　経
済
産
業
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

●

●

●

●

●

申
・
問

新
作
物
研
究
会

 

親
子
料
理
教
室
　
　

申
・
問

人
権
講
座
を
開
催
し
ま
す

人
権
講
座
を
開
催
し
ま
す

人
権
講
座
を
開
催
し
ま
す

実
　

施
　

日
　
年
間
6
回
（
下
記
一
覧
表
参
照
）

時
　
　
間
　
午
後
7
時
30
分
〜
午
後
9
時

場
　
　
所
　
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
4
階
）

受
　

講
　

料
　
無
料
（
町
外
研
修
の
一
部
を
実
費
負
担
）

対
　

象
　

者
　
町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

募
集
人
数
　
50
人

申
　
　
込
　
登
録
制

　
　
　
　
　
＊
6
回
の
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　（
登
録
制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
）

　
　
　
　
　
自
由
参
加

　
　
　
　
　
＊
1
〜
2
講
座
の
受
講
が
可
能
な
方

　
　
　
　
　
　（
た
だ
し
町
外
現
地
研
修
は
除
き
ま
す
）

申
込
期
間
　
7
月
17
日
（
火
）
〜
7
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　※

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
期
間
中
に

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
自
由
参
加
の
方
は
、
各
講
座
日
の
前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　※

講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
や
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
　
　
催
　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共
　
　
催
　
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問
　
教
育
委
員
会
（
☎
6
3
7
・
3
1
2
8
）

　
身
近
な
暮
ら
し
や
社
会
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

8月22日（水）
 9月 24日（月）
10月 　5　日（金）
11月（調　整　中）
 1月（調　整　中）
 2月 13日（水）

月　　　日
沖　　　　　縄
障　が　い　者
同　和　問　題
町外現地研修
高　　齢　　者
インターネット

人権課題
講　師：寺　前　　　学　さん
講　師：久　保　　　修　さん
講　師：森　口　健　司　さん
広　島　市
講　師：（調整中）
講　師 : 切　原　宏　和　さん

講　　　師　　　等
【日程及び学習内容】
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２
回
受
講
制
の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
体
を
鍛
え
、
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

日
　
　
時
　
８
月
３
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

２４

両
日
と
も
午
前
　
時
10

　
　
　
　
　
 

～
　
時
　
分

11

30

場
　
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
講

義
と
運
動
実
技

講
　
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
四
宮
　
希
実
子
　
先
生

準
　備
　物
　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給

の
飲
み
物

対
　象
　者
　
　
歳
～
　
歳
ま
で
の
町
民
の
方

20

74

定
　
　
員
　
　
人
３０

参
　加
　費
　
無
料

申
込
期
間
　
７
月
　
日
（
火
）

１７

 

～
７
月
　
日
（
火
）

３１

 

　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

 　
あ
つ
い
・
ア
ツ
イ
・
暑
い
！
ど
う
せ
な
ら

登
山
で
汗
を
か
こ
う
！

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆

 

ほ
ぐ
し
体
操
教
室
　

　（
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

申
・
問

大
麻
山
登
山
教
室

日
　
　
時
　
７
月
　
日（
日
）午
前
９
時
集
合

２９

集
合
場
所
　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
　加
　費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
　
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

３０

お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

 　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地

の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
ご
本
人
又
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

訴
求
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２５

３１

※
詳
し
く
は
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
　〒
１
０
０
―

８
９
２
６

　
　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
―

１
―

２

 

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
　
業
務
担
当

（
☎
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２
（
直
通
））

（
 フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
　
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
９
０
）

問内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

　
　
　
　
　
　
贈
呈
し
ま
す

問

  　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
の
経
験
豊
か

な
県
労
働
委
員
会
委
員
が
、
解
決
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
7
月
　
日
（
日
）

22

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
　
分
30

 

（
受
付
は
午
後
0
時
　
分
～
4
時
）

45

場
　
　
所
　
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

 

　
階
「
銀
河
」

１８

内
　
　
容
　
解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間
外

労
働
な
ど
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
　談
　員
　
弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

申
　
　
込
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
な
お
、
事
前
予
約
も
受
付
し
ま

す
。（
7
月
　
日
（
金
）
午
後
5

20

時
ま
で
）

相
　談
　料
　
無
料

 
　県
労
働
委
員
会

 

（
☎
６
２
１
・
３
２
３
４
）

 　
民
事
問
題
、
家
事
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
調
停
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
当
日
、
受
付
順
に
行
い
ま
す
。

駅
前
労
働
相
談
会

問無
料
調
停
相
談

日
　
　
時
　
　
月
４
日
（
木
）

10

 

午
後
１
時
～
５
時（
予
約
不
要
）

場
　
　
所
　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
県
郷
土
文

化
会
館
）

　
　
　
　
　
徳
島
市
藍
場
町
２
丁
目
　
番
地

14

内
　
　
容
　
　

○
民
事
問
題
（
土
地
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
、
雇
用
問
題
な
ど
）

○
家
事
問
題
（
離
婚
、
相
続
、
夫
婦
・
親
子

関
係
な
ど
）

相
談
担
当
者

　
弁
護
士
を
含
む
調
停
委
員
　
人
程
度

10

 
　徳
島
調
停
協
会

 

（
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
内
）

 

（
☎
６
２
６
・
１
５
８
７
）

 　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益

を
被
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

「
成
年
後
見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り

ま
す
。

　
偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
　
時
　
８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

主
　
　
催
　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島

県
支
部
　
　

 
　徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
　
　
４１

 

県
行
政
書
士
会
内

 

（
☎
６
２
６
・
２
０
８
３
）

問成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会

問
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 ○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に

あ
っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ

た
○
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

　
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。

 
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

  　
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
作
品
展
を
行

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所
　
１
階
マ
ナ
ビ
ィ
セ
ン
タ
ー
交
流

コ
ー
ナ
ー

期
　
　
間
　
８
月
　
日
（
土
）

11

 

～
９
月
２
日
（
日
）

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す

 
　県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　

 

生
涯
学
習
課
学
習
支
援
担
当

 

（
☎
６
７
２
・
５
４
０
０
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口

問西
小
学
校「
藍
染
め
作
品
展
」

問

　
藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

 　
肌
に
や
さ
し
い
藍

　
　
～
藍
の
館
作
品
展
示
即
売
～

　
紳
士
用
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
・
婦
人
用
ブ
ラ

ウ
ス
・
T
シ
ャ
ツ
・
下
着
・
子
ど
も
用
T
シ
ャ

ツ
（
サ
イ
ズ
8
0
～
1
5
0
）
な
ど
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

期
　
　
間
　
7
月
1
日
（
日
）

 

～
7
月
　
日
（
金
）

27

場
　
　
所
　
藍
の
館
（
展
示
室
）

　
ク
ラ
フ
ト
展

期
　
　
間
　
8
月
1
日
（
水
）

 

～
8
月
　
日
（
金
）

31

場
　
　
所
　
藍
の
館
（
展
示
室
）

主
　
　
催
　
舞
工
房

 

（
☎
0
9
0
―
4
3
3
0
―
7
1
6
9
担
当
　
多
田
）

出
品
作
品

　
藍
染
め
の
竹
花
器
、
竹
鉢
、
遊
山
箱
、
ロ

ク
ロ
細
工
の
茶
筒
、
グ
ラ
ス
、
皿
、
藍
染
め

の
手
袋
、
真
珠
の
創
作
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
そ

の
他
木
工
工
芸
品
な
ど
、
約
3
0
0
点
を
展

示
販
売 プ

ロ
野
球
フ
ァ
ン
集
れ
！

　
プ
ロ
野
球
選
手
の
実
使
用
品
を
中

心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

～
抽
選
で
直
筆
色
紙
・

 

ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

期
　
　
間
　
7
月
　
日
（
土
）・
　
日

28

29

（
日
）
の
2
日
間

場
　
　
所
　
藍
の
館
（
展
示
室
）

第
１
日
曜
日
　
　
琵
琶
演
奏
体
験

第
２
日
曜
日
　
　
尺
八
演
奏

第
２
火
曜
日
　
　
ぞ
め
き
演
奏

第
３
日
曜
日
　
　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日
　
　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

 
　藍
の
館
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

　図
書
館
の
行
事

図
書
館
の
行
事
 
 

　お
は
な
し
会
 

 

    毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
～
２
時
　
分
   

３０

　あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
    

　
７
月
　
日
（
水
）、
８
月
８
日
（
水
） 

２５

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　井
隈
読
書
会
 

 

　
８
月
２
日
（
木
）　
午
前
　
時
 ～

１０

　
テ
ー
マ
本
「
ギ
リ
シ
ア
神
話
」

 

石
井
　
桃
子
　編

　夏
休
み
お
た
の
し
み
会
 

 

　
と
ら
ま
る
人
形
劇
団
に
よ
る
人
形
劇
　
　

　「
お
ら
あ
、
テ
ン
グ
だ
あ
！
」
ほ
か
上
演

　
７
月
　
日（
土
）　
午
後
２
時
 ～
３
時
　
分

２８

３０

場
　
　
所
　
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

問

　夏
休
み
子
ど
も
手
話
教
室
 

 

　
～
手
話
で
は
な
そ
う
～
　
　

　
８
月
３
日
（
金
）

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

場
　
　
所
　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

 

（
図
書
館
２
階
）

　夏
休
み
ガ
ラ
ク
タ
工
作
教
室
 

 

　
～
遊
山
箱
を
作
ろ
う
～
　
　

　
８
月
　
日
（
金
）　
午
前
　
時
～
正
午

１０

１０

場
　
　
所
　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

※
子
ど
も
手
話
教
室
、
ガ
ラ
ク
タ
工
作
教
室

（
募
集
各
　
名
）は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

１５

で
す
。

◎
休
館
日
 

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
…
７
月
　
日
（
木
）

１９

 
　図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

問
広報あいずみ広告主募集
平成24年度の広告主を募集しています。

詳細については、HPをご覧になるか、

次までお問い合わせください。

広 告 料　１回１枠　18,000円

広 告 枠　１枠　縦60㎜×横90㎜

企画政策課（☎６３７・３１２４）申・問
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地
域
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
親
し
み
、

考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
８
月
　
日
（
日
）

２６

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
　
　
所
　
徳
島
こ
ど
も
交
通
公
園

 

（
徳
島
市
南
内
町
１
丁
目
４
）

内
　
　
容

　
○
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
体
験
乗
車

　
○
ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ス
で
撮
影
会

　
○
バ
ス
の
車
体
に
お
絵
か
き
体
験

　
○
渦
戦
士
エ
デ
ィ
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
や

ご
当
地
ア
イ
ド
ル（
D
e
j
a
V
u
 浅

野
ゆ
い
）
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

※
荒
天
時
は
中
止
・
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

 
　県
交
通
戦
略
課

 

（
☎
６
２
１
・
２
６
８
６
）

問

救 急 広 報

救急搬送に ご理解・ご協力 をお願いします

板野東部消防組合　〒771-0201　北島町北村字大開11番地1　☎698・0119（代表）

　救急隊は、搬送予定病院の医師に対し、傷病者情報等（年齢、性別・事故や具合が悪くなった状況・バイ

タルサイン（呼吸数、脈拍、血圧等）等の観察結果）を伝達し、受入れを依頼します。

　搬送予定病院へ（電話で受入れ依頼しながら）すぐに向かってしまうと、受入れを断られた場合に引き

返して違う病院へ向かうことになり、搬送時間が余計にかかることがあります。病気やケガをしている人に

とっては長時間の救急搬送も体への負担が大きくなります。　※救急搬送は予想以上に振動があります。

　その為、当消防署では、搬送病院が決定してから現場を出発するようにしています。

救急車はすぐに病院に向かう事ができません。

希望した病院に搬送しない場合があるのは・・・

　救急隊は、救急現場で傷病者の観察結果を踏まえ、緊急

度の判定を行います。緊急度の判定結果や症状等から搬送

先医療機関選定基準に従い、症状に適応した医療を速やか

に受けることができる最も近い病院の選定を行います。

　そのため、必ずしも希望する病院へ搬送できるとは限り

ません。また、病院側の状況（救急処置中・手術中・ベッド

満床等）によっては、受入れを断られる場合があります。

救急現場

搬送の緊急度判定　搬送先の選定

希望した病院
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いきいきサロンのご案内
地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。
※おしゃべりサロン…地域の人たちとお茶やコーヒーを飲みながら、自由気まま
　　　　　　　　　におしゃべりを楽しみませんか。参加費は無料です。

内　容場　所時　間曜日開催日

水

水

金

月

月

水

月

火

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
カラオケ

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
レクリエーション

健康チェック
※おしゃべりサロン

健康チェック
室内ゲーム

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
※おしゃべりサロン

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午前9時30分
～11時

午前9時30分
～11時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

江ノ口老人ルーム

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

富吉老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

7月18日

7月18日

7月20日

7月23日

7月23日

8 月 1 日

8 月 6 日

8 月 7 日

社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
地域包括支援センター（☎637・3175）

あいずみ俳壇
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高岡　アイ子　選

こんにちは赤ちゃん 66月こんにちは赤ちゃん おくやみ申し上げますますすすすますすすますすす
6月

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健 全 育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター

（住　　所）（父）　　　　（母）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

奥野字和田隆　晶・美　紀女（に　か）天　野　仁　歌
住吉字若宮克　也・久美子男（あおい）東　　　蒼　偉
矢上字北分　涼　・恭　子男（いぶき）渡　邉　一　颯
奥野字矢上前芳　徳・涼　子女（しおり）小　礒　詩　織
住吉字若宮孝　文・和　代男（ともき）新　居　朋　己
富吉字中新田一　幸・里　佳女（あやめ）新　　　彩　愛
勝瑞字幸島直　也・志　保女（あいる）日　髙　愛　琉
矢上字北分勝　也・真由美女（り　こ）櫻　井　莉　子
東中富字権現傍示寛　也・知　美女（みはる）木　内　美　陽
勝瑞字成長和　彦・ひとみ女（ゆいか）湯　佐　ゆいか
乙瀬字出来地佳　宏・真奈美男（かいしん）北　川　海　心
奥野字矢上前素　久・裕　恵男（り　く）莊　田　哩　久
矢上字安住　駿　・里　枝男（そうた）永　濵　蒼　大
乙瀬字中田裕　司・量　代女（ふ　う）北　島　歩　宇
奥野字乾幸　生・直　子男（ゆずき）瀬　尾　柚　希
乙瀬字出来地和　也・史　恵男（と　わ）田　中　杜　和
奥野字乾卓　也・瑠　美男（かなた）十　川　夏　向
矢上字江ノ口伸　一・美　和女（かれん）濵　　　果　恋
矢上字原秀　教・陽　子男（ゆうき）住　友　優　希
徳命字前須西真　行・智　子男（りゅうのすけ）手　塚　龍之介

（住　　所）（年　齢）（氏　名）

乙瀬字中田91歳丸　宮　梅　子

徳命字前須西93歳近　藤　　　薫

東中富字東傍示92歳吉　田　譽　子

奥野字乾72歳吉　尾　敏　子

矢上字江ノ口60歳西　　　孝　夫

乙瀬字中田93歳谷　﨑　信　子

矢上字原87歳井　手　龍　男

東中富字龍池傍示61歳髙　橋　範　好

住吉字藤ノ木50歳櫻　木　　　徹
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:00

14:30～18:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼ ●洋服の青山

●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:308月13日・14日・15日
お盆休みで休診させていただきます。

医療法人　凌雲会　社会福祉法人　凌雲福祉会

20122012

医療法人　凌雲会　社会福祉法人　凌雲福祉会

©2012 テレビ朝日・東映AG・東映

特命戦隊ゴーバスターズショー
１９:００～

日 時  ８月 ４日　土　１８：００～２０：００
場 所  老人保健施設 昴　西側駐車場（稲次整形外科病院北側）
屋 台  たこ焼き・焼きそば　等

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

徳島ヴォルティス「藍住町民デー」を開催しました
　７月１日（日）に、ポカリスエットスタジアムで藍住町民デーが開催されました。心配された

天気も開場時には回復し、家族連れなど約4,100人が試合観戦やイベントを楽しみました。

※町民デーの写真を役場１階町民ホールに展示しています（7月31日（火）まで）。

ヤマク食品㈱
藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場
藍住町歴史館　藍の館
エコ研究会（藍住町商工会）
藍住町婦人会
藍住西小学校支援ボランティア「藍の風」
藍住町花友会
特定非営利活動法人　藍住町手をつなぐ育成会
就労継続支援B型事業所　オレンドノート
役場６Ｆ喫茶「ステップ」
勝瑞獅子保存会
徳島MBA
藍住町食生活改善推進協議会「藍愛グループ」
NPO法人　あいずみスポーツクラブ
町スポーツ少年団
　西イレブン・北サッカー
　オスト少年サッカークラブ・南ＦＣ
町内クラブチーム　健美堂

ハーフタイム抽選会の景品提供

エコキャンドルの実演と販売  
藍こなし唄の踊り・手作品の販売
手作り藍製品の販売
花の苗無料配布・販売

飲み物・手作り小物等の販売

獅子舞の披露
バトントワリングの披露
野菜の話・展示
ニュースポーツの体験・紹介

前座試合

町民デーにご協力をいただいた皆さんは、
次のとおりです。ありがとうございました。
町町町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民民民デデデデデデデデデデデデーーーーーーーーににににににににににににごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力ををををををををををををいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたた皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささんんんんんんんんんんんんはははははははははははは、、、、、、、、、、、、民民民民民民民民民民民民デデデデデデデデデデデデ
次次次次次次次次次次次次ののののののののののののととととととととととととおおおおおおおおおおおおりりりりりりりりりりりりでででででででででででですすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。あああああああああああありりりりりりりりりりりりががががががががががががととととととととととととううううううううううううごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいままままままままままままししししししししししししたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。
町民デーにご協力をいただいた皆さんは、
次のとおりです。ありがとうございました。

（藍愛グループ）

（徳島MBA）（藍住町婦人会）（勝瑞獅子保存会）

for safety and happiness

徳島市応神町東貞方北野 106-1

応神町産業団地
徳島運輸支局北側道路
東へ 450m

http://www.ask-hoken.com

四国三郎橋

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

とくしま
耳鼻咽喉科マルナカ

成長店●

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

とくしまま
耳鼻咽喉科科カ

●

ASK

（088）678‒6502

●
●

等々…何でもお気軽にご連絡下さい
生命保険・損害保険・無料相談

移転しました!!

10:00～18:00 休日・夜間の
時間帯のご予約可

株式会社 A S K


